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緒 臼
1)i'1

発に筆者等の研究室に函ては,腐朽に対するブナ材の比較抵抗力試験を行ったが,戦後木材の

濡給関係が急激に意化して来た今日,木材の耐朽性,或は防腐処理等の問題は木材節約の面から

も極めて重要な問題となって来た.筆者等は実験室内に於て, 腐朽菌の純粋培養を使用して比

｡-較抵抗 力 を調査したが, この比較抵抗力 (relativeresistance) は虞の耐朽カ (absolute
6)

decay durability) をあらわさない.従って筆者等はこの両者の間の差を可及的に僅少にする

為に,多数の腐朽菌を使用して,環境保件の分析等を考慮している.

木材の耐朽性に関する報告は決して少 くない.併し上述の意味の報告は何少いようである.筆

者等は昨年 (1919),蘭 甲板用の針葉樹材教程を入手したので,その比較嘩抗力試験を行った.

本研究は,実験の都合上,実験期間を趣 く短縮したので,柑不足の点が多かったが,材の耐朽力

に就いての大体の傾向は認め得ると思 うので,一応敢握めて予報的に報告する事とした.

2.供試材料及び実験方法

供試材はヒノキ (C7mmaecyi)ar/isobtusaS.elZ.),スギ (Cryi)iomeriajaPoJniraDon.),

ア カマツ (Pi17uSdenszflwaS.et.Z.),アカエゾマツ (PiceaGlehm',Mast.),モ ミ (Abi-

esfirmaS.etZ.), ツガ (TsugnSieboldiCarp.)及び ベイマツ (PseudotsugaDoug-

lasiiCarr.)の7種である.これ等を1辺 1.5cm の正立方体 (柾目)の試験片として, 予め

絶乾重量の測定を行った.供試菌は京大農学部植物病理学研究窒保存の9稜を供用したが,'それ

肇の学名及び性質は第 1表の通 りである.

実験には,予め亀甲塑培養曙UCL,準備した麦芽煎汁寒天上KL-,供試菌を発育せしめ,その菌叢上

に試片5箇宛を投入した.試片は蒸滑水に 4日間浸漬後, 高圧殺菌して投入したが,培養嘩娃

280C.恒温葬に62日間保って後, それ等の試片を取 り出し, 再び穐乾重量を測定した.而して

供試材片の耐朽度は乾燥重量の減少を以ってあらわした.荷試片投入の際には,総て木 口面を下

にして,菌叢に接する事うにした･

-x.京大木材研究所木材腐朽 (木材生物界2)研究室 業績,俸2号･

本究究は京大農学部枝物病理学研究室に於て行ったものである･備研究'))1執ま文部省科学研究費を以

って行った.記して謝意を表する (赤井)･

-X･-:I:大阪府立工業奨励館
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停 1表 供試木材腐朽菌の種寮と特性 (Thekindandcharacteristics

ofthewood-destroyingfungitested.)

供 試 菌和 名

ヒ ラ タ ケ

ヤケイ ロタケ

ダイ ダ イ タケ

ヒ イ ロ タ ケ

ヌメ1)スギクケ･X･

スエ ヒ ロタケ

ツガサル′コシカケ

アイ カ ワタケ

カ ン パ タ ケ

供 試 菌 学 名

Pleurotusostreatus(Jacq･)Qu6L

Polyporusadustus(Willd･)Fr･

P. illicicolaP.Henr).

Polystictussanguineus(I.I)Fr.

Pholiotaadiposa(Fr.)Qu創･

Schi2:Ophyllu血 communeFr･

Fomespinicola(Sw･)Cooke･

Polyporussulphureus(Bull･)Fr･

Polyporusbetulinus(Bull･)Fr･

7) 9) ･F･) 31 41
謎 腐朽菌の連理は HUAtP月:RFJYandSIGGERS,北島,卒山,逸見 ･赤井,逸見 ･長兄等による.

3)

'xLヌメ l)ス雫タケほ記載によれば褐色朽として取扱われているが,筆者及び寺下の実験によれば (本誌･

43頁)BAVF･NDAMllI反鷹が陽性であって,I.ignin溶解菌として取扱 う可きものである.

3.実 験 結 果

A･培養嘩 中での供試菌の発育 供試常 々糸が培養基円で充分発育した後, 試片をその上に挿

入す ると,菌糸は直 ちにそれ等材片 を被覆す るが,その発育程度 を表示すれば次表 の通 りである.

俸2表 培養鳩中の供試菌の発育程度比故 (Comparisonofthedegreeof

mycelialgrowthofthetestedfuf]giincultureflasks.)

供試菌名 材片名 ヒ ノ キ ス ギ アカマツ アカエゾ-マ ツ モ ､ ツ ガ ベイマツ

FomesplnlCOla (+) (+) +■+ ++ ++ 十十1. +十(+)

pboliotaadiposa +(+) .+.+ ･+++ _,+1-+ A++ +̀十 +++

P9lyporusbetulinus (チ) (千) (+) + (+) (+) (+)

Polystictussanguineus +(+) ･+(+) 十十.++ 十十十+ ++++ ++十十 +｣一十(+)

Polyporusadustus ●(チ) ++'+ . +寸, ++ 十十+. .++ ++

Polyporusillicicola ■+ +(+) +++ +++ 十十 +(+) +++

Pleurotusostreatus - +(+) 一十(+) + + +(+) +(+) (+)

上表 に示した如 く,材片上での菌糸の発育が最 も尽好であった ものは ヒイロタケ (Po･lysiictus

sangui17euS)であって, アイカワタケ (Polyi,G･ruSSuli･huyeus), メ ,i1)スギクケ (Pholioia

adii'osa)及びダイダイタJr (PolyporusillicicoLla)が これに次ぎ, スエヒロタケ ー(Schizo一●
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i,hyllum collWnune)及びカンパタケ (Polyi,opusbetulinus) が最 も意 く,この両者では材片

上で殆んど菌糸の発育を見なかった.而して供試材片別に供試菌の発育状況を見ると,ヒノキ材

片上に於ける諸菌の発育が最も悪 く, スギそれに次ぎ,比較的菌糸の発育が良好 であった材経

紘,アカマツ,アカニゾマツ,ツガ等である.

B.供試菌侵害に基 く供試材片の重畳変化 筆者等は培養基に材片を投入後 62日目にそれ等

を取 り出し,外部に附着している菌糸片を取 り去って,その乾燥重量を測定した.実験開始後2

ケ月の短期間であるので,供試材片の外見は精 褐々色を重し,汚染するのみで,肉眼的には著し

い変化を認めない.併しツガ材のみは乾燥後材片の歪みが著しかった.重畳減少率を算出して耐

朽カを比較すれば第3表及び第 1,2図の通 りである.

Table3･ Comparisonoraveragelossindryweightofthewoodpiecesinoculatedby
thevariodswood･destroylngfungitested･

I.ossindry-

weightor

woodpieces

(gm,)

Beforethetest

lossindry･
weightafter
thetest

Perter)tage
oFdecrease

∫/㌔

ノ

カ

p7

ツ

ア
カ
エ

ゾ

マ

ツ

モ

Beforethetest

I.ossindry-

weightafter
thetest

Percef】tage
ordecrease

Beforethetest

tossindry･
Weightafter
thetest

Percentage
ofdecrease

Beforethetest

Lossindry･
weightafter
thetest

Percer)tage
ofdecrease

Beforethetest

Lossir)dry-
weightafter
thet'est

Percef】tage
ofdecreaŝe

Ligfmi-dissolving fungi
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ツガ Berorethetest1.35011.4179i.44371.3804′1.37791.394t)1.35741.40341.38351.37651.3802
I_pssindry-weightarterthetest 0.19360.10540.109こ)0.C6010:02680.C9900.22150.19860.10450.e3730.14(〕5

Percentageof-decrease 14.34 7.43 7.55 4.35 1.94 7.12 16.32 14.15 7.55 2.71 10.18

ベ .Bef■orethetest1.3C)041.34531.37557.33151.28920'10.1i879l-吾3.15 1.38821.38211.35561.33991.3665

イ-r< I.ossindry-weightafterthetest 0.07310.04840.0433e.0256 C.94410.C246e.C4760.0174 e.C334
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以上の結果から,供試した 9桂の腐朽菌の侵害に対して最 も耐朽力を示したのはヒノキ及びベ

イマツであって, 最 も耐朽カの少なかったものはツガである (第 1区I). 而して供試腐朽薗中最

も激しい侵害カを示したのは, 1)ダニン溶解菌ではヒイロタ●ヶであり,セルロ-ズ溶解菌ではツ

ガサルノコシカケである.就中ツガサルノコシカケは,ツガ及びモ ミ材に対して激しい腐朽力を

示して,それぞれ 16･3%及び 14･1%の重畳減少を来した_アイカワタケも亦ツガ材のみに対し
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て著しい腐朽力を示している (第 2囲).而して ヒラタケ, スェヒロタケ, カンパタケの 3菌は

他菌に比して,その侵害力が弱い.ヒラタケ及びスェt=ロタケは共に白色朽を基対し,カンパタ

ケは褐色朽を基毎する薗 ごあるが,スエヒロタケは自然状態に於て,桓 々の材桂に麺 めて普通に

発生する腐朽菌であるが,その侵害力は弱いものと考えられている.而してカンパクケはカバ樹
3) '2)

等の滴葉樹に発生して,その心材を腐朽せしめる菌であるが,筆者等の実験によれば,ブナ材に

対しては強い輝朽カを有していた.本菌が針葉樹材を侵すとゆう報告は余 りないが,筆者等の実

験に於て,本菌の腐朽力が横弱であった事は,供試薗系の分離時期がかな り古いものである事を

も考慮せねばならない.

4. 論 策

前 述のように,木材の 耐栢性はあ,:''環境下に 於て多数の要因に基 く綜合結果と見倣されるか

ら,実験窒円に於ける実験に於ても可及的多数の腐朽菌を使用して,材の耐朽力を検討するのが

合理的であろう.筆者等は9稜の腐朽菌を選んで実験を行った. 供試材片には 1･5cm3 の小片

を使用して短期間KL.結果を田したが,大体の傾向には訳 りのないものと考えている.

筆者等の実験に於ては,ヒノキ及びベイマツ材が供試腐朽菌に対して強 く,ツガ材が最 も腐朽8)10)ll)]t3)113)14)15)
し易かった.針葉樹材の耐朽性に就いては,既iR=北島,十代田,その他の諸氏によって報ぜられ
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10)
ているが,それ等に於てもヒノキ材が比較的耐朽カが強 く,ツガ材が弱い.北島は建築用材に発

生する6位の輝朽菌を使用して, 11桂の針葉樹材の耐朽カを比較したが, この結果は筆者等の

実験結果とは必らずLも一考しない.これは供試腐朽菌,その他の要因が興る事にもその原因が
8) 】5i))15)

ある●であろう.北島によれば,ベイマツは 〔中〕の耐朽性を示し,叉十代田の実験によれば,ワ

タグサレクケ (Poria-vai)orania)に対するベイマツの耐朽力は比較的弱いものであるが, 翠

者等の実験に於てはヒノキに匹敵する抵抗力を示した.

筆者等は建築用材に発生する腐栴菌以外に, 樹木材質を腐朽せしめるツガサル-ノコシカケ

(FomesPinicola)及びカンパタケ (Polyporusbeiulinus)を使用した. カンパクケは前述の

如 くカバ樹その他の潤葉樹心材をよく侵すが,ツガサルノコシカケは四国,九州地方にては,特
I-]-

にツガ及びモ ミ樹を侵害する事多く,材片に対する筆者等の接桂試験結果に於ても,ツガ,モ ミ

に対して特に著しい侵害カを示した (第2図).

ゝ 5.摘 要

1.本研究は,ヒノキ,スギ,アカマツ,アカニゾマツ,モ ミ, ツガ, ベイマツ等 7桂の針葉

樹材片の比較抵抗力を 280C.下に於て検討したものであって,その実験期問は62日である.

2.短期間,小試片による実験結果であるから, この結果を直ちに他に応用する事が困難な場

合 もあるかも知れないが,大体の傾向には誤 りのないものと思う.

3･本研究に供試した輝朽菌は, ヒイロクケ, ヤケイロクケ!ダイダイクケ,ヒラタケ,スエ

ヒtl.クケ,ツガサル J コシカケ,アイカワタケ,ヌメ1)スギクケ,カンパクケの9瞳であって,

材片上に於ける菌糸の発育はヒイロクケが最も艮好であった.

4.実験結果によると,供試材片の比較抵抗力は モノキ;ベイマツが最も強く, ツガが最も弱

レ､.

声･供試菌中最も腐朽カの強かったのは,_1)ダニン静解菌中では ヒイロクケ,セルローズ酵解

菌ではツガサルノコシカケであって,特に後者及びアイカワタケはツガ,モ ミ材に対して著しい

腐朽カを示した.

Resume

l. The present paper deals with the resultsdf experiments on the

resistanceofseven coniferouswoodstoninespeciesofwood･destroyingfungi

underthelaboratoryconditions.

2.Tn theexperiment,thetestfungiwereallowedtobecomefully estab-

lishedinflasksofmalt･decoctionagarmedium beforethepiecesofconiferous

woodswereinserted.Theperiodofthetestwas62daysata constanttem･

peratureof280C.

3.The fungitested were as follows :Polysl'iciussanguineus,Polyi70rus

adustus, Polyタorusillicicola, Pholiotaadii)osa, Pleurotusoslreatus, Sc7u'zophylluTrL

c0,,-une,Fo,JLeSi)inicola,Polyタorussulphureus,andPolyi･orusbeiulinus.Among
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thesefungi, theformersixbelongtothegroup oflignin-dissolvingfungiand

thelatterthreefallintothecellulose･decomposinggroup.Tile myCelialgrowth

ofPolyslictussan£uineusonvariouswoodpieceswasmostvigorous.

4.Thewoodpiecestestedwereasfollws:ChanJLaeCyParisobi,usa,CryPi0-

meria jai･onica, Pinusdensiflwa, PiceaGlehm., Abiesfir7na, TsugaSieboldiま,

PseudotsugaDougbTasii. Amongthesewoods,test-blocksofChaTILaeryi)artsobiusa

andPseudotsugaDouglasiishowedthemostresistanceto decay and those of

Tsugaand-Abiesresulted inserousdecays.

5.In thelignin-dissolvingfungi,Polyl,orussanguiァZeuSSeemedtohavethe

strongestvirulence,showinganaverageof7percentdecreaseindry-weightof

woわdblocks;andSclu'Z(坤hyllum co7nmunehadthe weakestvirulence of2per

centaverageloss. In thecellulose･decomposinggroup,FoTneSPiniColamadean

attack onwoodblocksmostvigorously,especiallyupon TsugaandAbiesresu-

ltingin 16and14percentdecreasein dry･weight,respectively.
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